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は
じ
め
に

　
譚
嗣
同
（
一
八
六
五
│
一
八
九
八
）
は
、
中
国
近
代
の
哲
学
者
、
社
会

思
想
家
お
よ
び
政
治
家
と
し
て
、「
戊
戌
の
変
法
」
の
政
治
改
革
で
活
動

す
る
と
と
も
に
近
代
的
な
啓
蒙
思
想
を
提
示
し
、
康
有
為
（
一
八
五
八
│

一
九
二
七
）・
厳
復
（
一
八
五
四
│
一
九
二
一
）・
梁
啓
超
（
一
八
七
三
│
一

九
二
九
）
ら
と
共
に
「
戊
戌
啓
蒙
思
想
家
」
と
呼
ば
れ
て
、
そ
の
影
響
は

後
世
に
及
ん
で
い
る
。
梁
啓
超
は
譚
嗣
同
を
「
清
末
思
想
の
慧
星
」
と
称

賛
し
、「
そ
の
志
と
学
問
は
、
二
十
世
紀
に
入
る
我
が
中
国
の
幕
を
開
く

第
一
人
者
）
1
（

」
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
哲
学
は
、
西
洋
の
学
問
の
東
ア
ジ

ア
へ
の
伝
来
（
西
学
東
漸
）
に
よ
る
衝
撃
と
、
伝
統
思
想
か
ら
の
影
響
が

相
互
作
用
を
起
こ
し
、
独
特
な
批
判
意
識
で
心
学
の
概
念
を
形
成
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
本
論
考
は
、
譚
嗣
同
の
主
要
著
作
で
あ
る
『
仁
学
』
に
よ
っ
て
「
心
」

の
問
題
を
分
析
す
る
。「
以
太
（
エ
ー
テ
ル
）│
心
│
仁
」
と
い
う
図
式
が

仁
学
に
持
つ
意
味
（
第
一
節
）、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
て
導
入
し

た
「
霊
魂
」
概
念
の
、
譚
嗣
同
に
よ
る
理
解
（
第
二
節
）
を
示
し
、
そ
の

後
に
、
譚
嗣
同
の
霊
魂
説
と
一
般
的
意
味
で
の
「
霊
魂
」
と
の
相
違
点
を
、

『
仁
学
』
に
書
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
批
判
を
通
し
て
整
理
す
る
（
第
三
節
）。

譚
嗣
同
が
「
霊
魂
」
概
念
を
援
用
し
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
影
響

の
み
な
ら
ず
、
彼
自
身
の
哲
学
の
特
性
お
よ
び
「
心
」
の
概
念
か
ら
の
帰

結
で
も
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
が
儒
教
と
仏
教
と
並
列
に
、
仁
学
理
論
の
根

拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る）

2
（

こ
と
か
ら
も
、
こ
の
問
題
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
、
譚
嗣
同
の
哲
学
理
解
に
と
っ
て
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

一
　
以
太
│
心
│
仁

　
譚
嗣
同
は
『
仁
学
』
の
中
で
、
中
国
社
会
存
亡
の
危
機
の
原
因
は
「
心
」

（
識
）
に
あ
り）

3
（

、『
仁
学
』
を
書
い
た
の
は
、「〔
慈
悲
の
〕
心
を
用
い
て
中

〈
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で
あ
る
。

　
譚
嗣
同
は
さ
ら
に
解
説
を
加
え
、
以
太
は
「
心
力
」（
識
作
用
）
を
表

現
す
る
言
葉
で
あ
る
と
明
言
す
る）
10
（

。
つ
ま
り
、
構
成
単
位
で
あ
る
以
太
が

心
力
を
顕
現
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
両
者
は
二
段
階
的
構
造
に
な
っ
て
い

る
。「
心
力
」
と
は
「
心
」（
識
）
と
「
力
」（
働
き
）
を
結
合
し
た
言
葉

で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
生
み
出
す
根
源
的
な
働
き
）
11
（

と
し
て
捉
え
ら

れ
る
。
彼
は
「
心
力
」
を
十
八
種
類
に
ま
で
細
か
く
分
類
し
）
12
（

、
自
然
界
に

あ
る
様
々
な
機
械
的
な
力
の
現
象
も
人
間
の
精
神
も
、
す
べ
て
「
心
」

（
識
）
の
働
き
に
よ
る
結
果
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
世
界
は
「
心
」

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
現
象
界
な
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
質
や
自
然
現

象
も
す
べ
て
ま
た
、「
心
」
を
そ
の
存
在
の
根
源
と
し
て
い
る
。「
仁
」
の

実
現
は
、
こ
う
し
た
「
心
」（
識
）
に
よ
る
内
部
的
・
本
質
的
な
連
結
）
13
（

に

お
い
て
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
譚
嗣
同
哲
学
に
お
い
て
、「
天
地
万
物

の
根
源
」
は
「
心
」
に
帰
結
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
「
心
」
の
概
念

が
世
界
の
本
源
と
繫
が
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
同
じ
「
天
地
万
物
の
根
源
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
心
」

は
そ
の
ま
ま
「
仁
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
譚
嗣
同

が
高
く
評
価
し
て
い
る
「
心
」
は
「
慈
悲
の
心
」
を
指
し
て
い
る）
14
（

か
ら
で

あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
個
人
が
持
つ
心
は
そ
れ
ぞ
れ
形
が
異
な
っ
て
い
る

た
め
、
世
界
を
認
識
し
構
成
す
る
際
に
も
、
主
体
の
差
異
に
よ
っ
て
必
ず

し
も
同
じ
も
の
に
な
ら
な
い）
15
（

。
こ
の
よ
う
な
差
異
は
、
世
界
の
認
識
の
み

な
ら
ず
、
世
界
を
造
る
な
い
し
改
造
す
る
時
に
も
現
れ
て
く
る
。
同
じ
外

部
世
界
に
向
き
合
っ
て
も
、
心
の
働
き
（
趣
味
な
い
し
経
験
）
に
よ
っ
て

国
を
危
機
か
ら
救
い
出
す
（
以
心
挽
劫
）」
た
め
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。

彼
が
語
る
「
心
」
に
は
、「
劫
運
」
を
も
た
ら
す
「
機
心
」
と
、「
仁
」
に

到
達
す
る
「
慈
悲
の
心
」
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
「
心
」
も
『
仁

学
』
の
主
旨
に
関
わ
る
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
譚
嗣
同
哲
学
を
理
解
す
る

要
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
節
で
は
ま
ず
、『
仁
学
』
の
冒
頭
に
書
か
れ
た
「
仁
学
界
説
（
仁
学

の
定
義
）」（
以
下
「
界
説
」
と
略
す
）
に
基
づ
い
て
、
い
く
つ
か
の
重
要

な
概
念
を
再
確
認
し
た
い
。
譚
嗣
同
は
、「
仁
は
天
地
万
物
の
根
源
で
あ

る
。
故
に
唯
心
で
あ
り
唯
識
で
あ
る）

4
（

」
と
宣
言
す
る
。「
仁
」
は
、
究
極

に
お
い
て
他
者
と
自
己
が
区
別
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
譚
嗣
同
は

「
仁
」、
す
な
わ
ち
「
平
等
」
の
状
態
を
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
障
壁
な
し
に

貫
徹
し
て
い
る
状
態
（
彼
は
こ
の
状
態
を
「
通
」
と
呼
ぶ
）
と
し
て
捉
え
、

こ
れ
を
実
現
す
る
媒
介
と
し
て
「
以
太
」（
エ
ー
テ
ル
）
と
い
う
概
念
を

導
入
し
た
。

　「
以
太
」
は
宇
宙
に
充
満
す
る
「
も
の
そ
れ
自
体
」
で
あ
っ
て）

5
（

、
万
物

を
構
成
す
る
最
小
単
位
で
あ
る）

6
（

。
物
理
・
自
然
現
象
も
す
べ
て
以
太
の
作

用
に
よ
る
現
象
で
あ
る）

7
（

。
さ
ら
に
、
以
太
は
万
物
を
構
成
す
る
第
一
動
因

で
あ
る）

8
（

た
め
、
そ
れ
自
体
が
物
質
（
構
成
の
最
小
単
位
）
と
非
物
質
（
精

神
お
よ
び
万
物
を
構
成
さ
せ
る
働
き
）
と
い
う
両
面
を
持
っ
て
い
る
。
と

は
い
え
、
万
物
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
「
以
太
」
と
万
物
の
本
源
で
あ

る
「
仁
」
と
は
、
異
な
る
概
念
で
あ
る
。
譚
嗣
同
自
ら
が
「
界
説
」
で
述

べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
以
太
は
あ
く
ま
で
「
仁
」
の
根
本
性
質
で

あ
る
「
通
」
を
実
現
す
る
道
具
に
す
ぎ
ず）

9
（

、「
心
」
こ
そ
が
「
仁
」
な
の
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面
に
お
い
て
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
核
心
的
な
概
念
と
し
て
の
「
霊
魂
」
が

存
す
る
。
坂
元
）
19
（

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
（
傅

蘭
雅
）
に
よ
る
漢
訳
『
治
心
免
病
法
』（H

enry W
ood, Ideal Suggestion 

Through M
ental Photography, 1893

）
は
、
譚
嗣
同
の
「
以
太
」
と
「
心

力
」
説
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
彼
の
「
霊
魂
」
概
念
の
形
成
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
。
次
節
で
は
こ
の
漢
訳
『
治
心
免
病
法
』
に
お
け
る
「
心
」
の

概
念
と
『
仁
学
』
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

二
　
譚
嗣
同
と
漢
訳
『
治
心
免
病
法
』

　
漢
訳
『
治
心
免
病
法
』（
以
下
『
治
心
免
病
法
』
と
称
す
る
）
の
主
要

な
内
容
は
、
人
間
の
心
力
を
増
大
さ
せ
て
神
を
感
得
さ
せ
、「
人
心
〔
霊

魂
〕
と
そ
の
中
に
あ
る
天
心
〔
神
〕
を
相
顕
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

の
主
と
な
す
こ
と
で
、
天
人
合
一
と
な
り
、
父
〔
た
る
神
〕
子
〔
た
る
人

間
〕
の
相
和
の
増
加
が
そ
こ
に
収
斂
す
る）
20
（

」
こ
と
で
あ
る
。
神
で
あ
る

「
天
」
と
人
間
と
の
新
し
い
天
人
関
係
が
、「
人
心
（
霊
魂
）」
の
働
き
に

よ
っ
て
成
立
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
譚
嗣
同
の
「
心
」
重
視
と
合

致
す
る
。
さ
ら
に
は
、
譚
嗣
同
は
「
人
心
（
霊
魂
）」
と
「
天
（
神
）」
の

概
念
を
、「
心
」
と
「
仁
」
に
重
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
病
」
と
は
、
西
洋
の
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
や
中
国
の
ア
ヘ
ン
中
毒
の
こ
と
で
あ
り）
21
（

、
そ
の
病
を
根
本
的
に
治
療
す

る
に
は
、
薬
で
は
な
く
心
が
必
要
）
22
（

だ
と
さ
れ
る
。「
心
」
の
作
用
は
精
神

的
活
動
に
止
ま
ら
ず
物
質
に
も
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
、
こ
の
キ
リ
ス
ト

教
を
背
景
に
し
つ
つ
『
治
心
免
病
法
』
全
書
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
使
わ

作
り
あ
げ
ら
れ
た
内
部
世
界
（
認
識
さ
れ
た
世
界
）
に
は
違
い
が
生
じ
て

く
る
。
世
界
は
「
心
力
」
に
よ
っ
て
構
成
（
認
識
）
さ
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
万
物
の
根
源
で
あ
る
「
心
」
は
、
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
「
劫
」
を
造

る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
解
く
の
も
ま
た
「
心
力
」
に
よ
っ
て
の
み
可

能
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
譚
嗣
同
の
場
合
、「
心
」
は
劫
を
も
た
ら

す
も
の
と
、
そ
れ
を
解
く
も
の
と
に
分
け
ら
れ
、
後
者
が
「
慈
悲
の
心
」

と
称
さ
れ
る）
16
（

。
両
者
は
い
ず
れ
も
「
心
」
の
働
き
で
あ
る
が
、「
界
説
」

に
よ
れ
ば
、「
仁
」
と
同
質
な
の
は
「
慈
悲
の
心
」
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
彼
が
目
指
す
「
仁
」
の
理
想
は
、
諸
々
の
「
網
羅
」
を
突
き
破

り
、
最
終
的
に
絶
対
的
な
平
等
状
態
に
達
す
る）
17
（

こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
仁
」
を
実
現
す
る
に
は
、「
慈
悲
の
心
」
を
駆
使
し
て
「
劫
」
を
解
消
す

る
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
譚
嗣
同
が
言
う
「
仁
」
は
、「
慈
悲
の
心
」

の
働
き
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、「
以
太
│
心
│
仁
」
と
い
う
図
式
を
再
吟
味
し
よ
う
。
構
成
単
位
で

あ
る
「
以
太
」
は
、「
心
」
と
い
う
作
用
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
本
体
で

あ
る
「
仁
」
に
到
達
す
る
。「
心
」
が
万
物
の
根
源
と
見
な
さ
れ
る
以
上
、

劫
も
「
心
」
で
あ
り
、
識
で
あ
る
。「
三
界
は
唯
心
で
あ
り
、
万
法
は
唯

識
で
あ
る）
18
（

」。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
「
心
」
に
よ
る
創
造
（
唯
心
）

で
あ
っ
て
、
万
物
の
本
質
は
識
の
み
（
唯
識
）
な
の
で
あ
る
。

　
本
節
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
仁
学
の
目
的
は
、
中
国
を
滅
亡
の
局

面
か
ら
挽
回
し
、
自
己
と
他
者
を
区
別
し
な
い
「
平
等
」
の
状
態
を
究
極

的
に
実
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
平
等
」
理
論
の
構
築
は
、「
以
太
」

を
中
心
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
他
方
で
社
会
倫
理
の
側
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ウ
ッ
ド
は
ひ
と
り
の
人
間
を
小
さ
な
宇
宙
と
見
な
し
、
身
体
は
「
心

（soul

）」
の
殿
堂
で
あ
る
と
考
え
た
。
人
の
心
は
「
天
心
（
神
）」
か
ら

分
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、「
天
心
（
神
）」
の
本
質
を
有
す
る
。
そ

れ
故
、
人
の
本
性
は
善
で
あ
る
。
神
は
善
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
べ
て
の
被

造
物
も
善
で
あ
り
、
清
ら
か
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
善
で
な
い

も
の
あ
る
い
は
不
潔
な
も
の
は
、
す
べ
て
人
の
意
識
に
よ
る
誤
謬
か
ら
生

じ
る）
27
（

。
さ
ら
に
、
人
は
心
を
有
す
る
の
で
は
な
く
、
人
は
心
そ
の
も
の
で

あ
る）
28
（

。
す
な
わ
ち
、
身
体
は
あ
く
ま
で
一
時
的
な
物
質
（
器
）
に
す
ぎ
ず
、

心
こ
そ
が
内
的
な
実
在
で
あ
っ
て
、
身
体
は
思
念
（thought

）
の
投
影
で

あ
る
。

　
ウ
ッ
ド
は
こ
う
し
た
心
霊
理
論
を
提
出
し
、
身
体
に
対
す
る
心
の
優
位

性
を
唱
え
た
。
ま
た
、「
人
心
と
天
心
は
同
じ
で
あ
る
」
や
「
人
心
は
天

心
か
ら
分
有
さ
れ
た
も
の
」
と
主
張
す
る
と
同
時
に
、「
善
」
に
よ
る
自

己
暗
示
や
教
説
に
よ
っ
て
「
心
」
が
修
正
さ
れ
う
る
こ
と
を
も
主
張
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
身
体
と
心
と
の
関
係
お
よ
び
「
病
」
と
「
治
心
」
の

概
念
は
、
譚
嗣
同
の
『
仁
学
』
に
お
い
て
、
肉
体
と
霊
魂
と
の
関
係
お
よ

び
劫
と
心
と
の
関
係
に
置
き
換
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ウ

ッ
ド
は
、
人
心
の
存
在
の
根
源
を
「
無
形
の
思
念
」
に
帰
結
さ
せ
、
実
在

す
る
の
は
身
体
で
は
な
く
「
思
念
」
の
み
で
あ
る）
29
（

と
断
言
し
た
。
譚
嗣
同

は
こ
の
主
張
を
吸
収
し
、
霊
魂
の
優
越
性
を
唱
え
な
が
ら
も
、
三
綱
五
倫

に
お
け
る
身
体
（
血
縁
）
の
重
視
を
強
く
批
判
す
る
こ
と
に
な
る）
30
（

。

　
こ
こ
で
と
り
わ
け
注
目
し
た
い
の
は
、『
治
心
免
病
法
』
に
お
け
る

「
心
」
が
天
心
か
ら
分
有
さ
れ
た
人
間
特
有
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

れ
て
い
る
「
心
力
」
概
念
が
、
譚
嗣
同
の
思
想
に
影
響
を
与
え
、『
仁
学
』

に
反
映
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
心
力
」
と
は
、
一
種
の
精
神
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
あ
っ
て
、
人
間
を
万
物
と
連
関
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
増
幅
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
人
間
の
自
己
免
疫
を
高
め
、
自
然
治
癒
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

る
）
23
（

。
さ
ら
に
、
人
間
の
無
意
識
の
中
に
は
「
心
力
」
の
一
種
で
あ
る
「
陰

力
」
が
存
在
し
て
お
り
、
病
は
身
体
か
ら
で
は
な
く
、
心
の
陰
力
か
ら
生

じ
る
。
従
っ
て
、
完
治
に
必
要
な
の
は
身
体
に
作
用
す
る
薬
で
は
な
く
、

「
人
心
」
を
治
療
す
る
「
思
念
の
力
（the pow

er of thought

）」
で
あ
る
。

思
念
の
力
は
、
陰
力
に
濁
っ
た
心
を
も
と
の
清
ら
か
な
状
態
に
回
復
さ
せ

る
唯
一
の
術
な
の
で
あ
る
。
ウ
ッ
ド
が
明
示
し
た
こ
の
「
治
心
の
法

（thought discipline and control

）」
の
構
造
は
、
譚
嗣
同
の
「
心
力
」
概

念
と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
書
物
が
仁
学
に
影
響

を
与
え
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

　
さ
て
、『
治
心
免
病
法
』
の
鍵
概
念
で
あ
る
「
心
」
の
原
語
はsoul

す

な
わ
ち
霊
魂
で
あ
る
。
実
際
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ッ
ド
の
心
霊
治
療
法
は
、

善
悪
と
心
身
と
の
二
元
的
対
立
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

媒
介
と
な
る
の
は
「
思
念
」
で
あ
る
。「
不
適
切
な
思
念
は
身
体
を
害
す

る
（
不
合
之
思
念
有
害
於
身
）」）
24
（

。
ウ
ッ
ド
の
考
え
に
よ
れ
ば
、「
人
の
精

神
は
遮
断
さ
れ
て
い
る
（W

e are spirits clad in veils

）」）
25
（

た
め
、
意
識
の

誤
謬
か
ら
「
悪
」
が
生
じ
て
く
る
。
従
っ
て
「
治
心
（
心
霊
治
療
）」
と
は
、

思
想
の
訓
練
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
、
遮
断
さ
れ
た
精
神
を
回
復

し
、
心
霊
の
力
を
放
つ
こ
と
で
あ
る）
26
（

。
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　『
仁
学
』
の
中
で
、「
霊
魂
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
平

等
観
」
に
関
す
る
部
分
で
な
さ
れ
る
。
張
灝
）
36
（

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
譚
嗣

同
哲
学
で
最
も
重
要
な
の
は
「
道
徳
的
価
値
」
と
し
て
の
仁
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
仁
は
倫
理
理
論
に
お
い
て
具
現
化
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
構
築

す
る
土
台
と
さ
れ
る
の
が
「
霊
魂
（soul

）」
で
あ
る
。
譚
嗣
同
は
平
等
観

を
論
じ
る
時
、
大
乗
仏
教
の
無
差
別
平
等
観
に
基
づ
い
て
理
論
を
構
築
し

て
お
り
、
霊
魂
あ
る
い
は
以
太
は
、
そ
の
無
差
別
の
実
質
を
説
明
す
る
も

の
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
よ
う
に
陽
気
の
「
魂
」

（
精
神
的
活
動
を
司
る
も
の
）
と
陰
気
の
「
魄
」（
肉
体
的
な
活
動
を
司
る

も
の
）
と
に
二
分
さ
れ
る
霊
魂
と
は
一
線
を
画
し
、
あ
く
ま
で
肉
体
に
相

対
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
霊
魂
は
、
儒
教
の
「
元
・
性
」、

墨
子
の
「
兼
愛
」
お
よ
び
仏
教
の
「
性
海
」
と
同
等
の
も
の
と
考
え
）
37
（

ら
れ
、

そ
の
実
体
性
が
強
調
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
原
始
仏
教
は
無
我
を
説
い
て
、
霊
魂
の
存
在
を
否
定
す
る）
38
（

こ

と
か
ら
、
譚
嗣
同
の
こ
の
よ
う
な
「
霊
魂
」
の
考
え
方
は
、
た
と
え
ば
キ

リ
ス
ト
教
思
想
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
も
想
定
で
き
る
。
し
か

し
、『
仁
学
』
に
お
け
る
「
霊
魂
」
概
念
は
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
影
響

を
全
面
に
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
譚
嗣
同
が
唱
え
た
「
霊
魂
」

は
、
あ
く
ま
で
も
以
太
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
実
在
で
あ
り
、
人
間
の
み

な
ら
ず
万
物
が
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
の
霊
魂
は
、

キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
影
響
か
ら
は
す
で
に
離
脱
し
、
む
し
ろ
仏
教
概
念
の

も
と
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
思
想
の
流
れ
に
基
づ
い
て
、
譚
嗣
同
は
キ
リ
ス
ト
教
思
想

譚
嗣
同
が
語
る
「
心
」
と
は
、
以
太
を
基
盤
と
し
た
万
物
共
有
の
も
の
だ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は
譚
嗣
同
の
以
太
の
性
格
に
よ
る
も
の

だ
が
、
同
時
に
、
中
国
哲
学
に
深
く
根
付
い
た
「
関
連
性
思
惟
（co-rela-

tive thinking
）」）
31
（

か
ら
の
帰
結
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
宇
宙
は
、
各

部
分
の
間
と
全
体
で
あ
る
宇
宙
と
の
間
で
相
互
に
連
関
を
持
っ
た
、
ひ
と

つ
の
有
機
体
と
見
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
で
す
べ
て
の
価
値
の
源

と
な
る
「
心
」
に
は
、
普
遍
必
然
性
が
要
請
さ
れ
る）
32
（

。
加
え
て
、
譚
嗣
同

の
仁
学
構
築
で
最
も
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
以
太
の
普
遍
性
に
お
い
て
成

立
す
る
「
通
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
性
格
か
ら
も
、「
心
」
を
人
間
の
み

に
限
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、「
心
」
を
仏
教
の
「
識
」
と
同

等
と
し）
33
（

、
外
在
す
る
存
在
は
す
べ
て
鏡
に
映
る
も
の
の
よ
う
に
幻
で
あ
る）
34
（

と
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
譚
嗣
同
が
言
う
「
心
」
は
最
終
的
に
仏
教
の
用
語

に
近
く
、
霊
魂
（soul

）
を
含
ん
だ
よ
り
広
い
射
程
を
持
つ
も
の
と
な
っ

て
い
る
。三

　「
霊
魂
」
概
念
の
修
正

　
前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
譚
嗣
同
の
「
心
」
は
、
身
体
に
対
す
る
「
霊
魂

（soul

）」
と
は
異
な
る
意
味
を
持
つ
概
念
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
仁

学
』
の
中
で
は
「
霊
魂
」
と
い
う
言
葉
が
、
し
ば
し
ば
英
語
のsoul

と

ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
霊
魂
」
は
「
心
」
と
同
様

で
あ
る）
35
（

と
も
述
べ
ら
れ
る
。『
仁
学
』
で
「
霊
魂
」
概
念
が
い
か
な
る
意

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
解
明
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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単
独
に
見
れ
ば
た
だ
の
物
質
に
す
ぎ
な
い
。「
知
」
は
こ
れ
ら
の
物
質
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
物
質
が
有
す
る
能
力
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
好
き

嫌
い
、
攻
撃
と
受
容
（
好
悪
攻
取
）」
の
能
力
こ
そ
が
「
知
」
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
動
物
も
植
物
も
そ
う
し
た
能
力
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、「
知
」

を
有
す
る
と
も
言
え
る
。
反
対
に
、「
知
」
を
担
っ
て
い
る
身
体
で
あ
る

心
臓
や
脳
は
単
な
る
物
質
で
あ
る
以
上
、
人
間
の
肉
体
も
ま
た
ひ
と
つ
の

物
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
本
質
は
動
物
や
植
物
と
区
別
さ
れ
な
い
。

　
⑶
　
霊
魂
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
「
知
」
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
人

間
だ
け
で
な
く
動
物
も
植
物
も
霊
魂
を
有
す
る）
42
（

。
譚
嗣
同
に
よ
れ
ば
、

「
知
」
も
霊
魂
も
同
じ
以
太
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
以
太
は
不
生

不
滅
で
あ
る
か
ら
、
知
も
霊
魂
も
ま
た
不
生
不
滅
で
あ
る
。
万
物
は
以
太

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
以
上
、
知
あ
る
い
は
霊
魂
も
、
当
然
万
物
が

有
す
る
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
不
生
不
滅
は
仁
の
「
体
（
本
質
）」
で
あ

る
）
43
（

こ
と
か
ら
、
知
も
仁
の
「
体
」
と
見
な
さ
れ
う
る
。
さ
ら
に
、
霊
魂
が

不
生
不
滅
の
知
で
あ
る
以
上
、
知
を
有
す
る
こ
と
は
霊
魂
を
有
す
る
こ
と

と
同
等
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑵
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
種
の
「
好
き

嫌
い
、
攻
撃
と
受
容
（
好
悪
攻
取
）」
の
能
力
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
か
ぎ

り
、
物
に
霊
魂
が
な
い
と
す
る
主
張
は
自
己
矛
盾
で
あ
る
と
、
譚
嗣
同
は

指
摘
し
て
い
る
。

　
⑷
　
⑵
と
⑶
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
譚
嗣
同
は
キ
リ
ス
ト
教
の
原
罪
説

を
、
肉
体
に
拘
泥
し
た
話
で
あ
る）
44
（

と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
天
国
や
地

獄
が
霊
魂
の
存
在
に
関
す
る
話
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
原
罪
の
話
は
、
人

類
の
先
祖
で
あ
る
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
罪
に
ま
で
し
か
遡
ら
な
い
。
原
罪
の

か
ら
由
来
し
た
霊
魂
概
念
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
修
正
を
行
っ
た
。

　
⑴
　
霊
魂
は
人
間
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
動
物
や
植
物
な
ど
世
界
の

万
物
が
有
す
る
も
の
で
あ
る）
39
（

。
譚
嗣
同
の
考
え
に
よ
る
と
、
人
間
も
含
め

て
万
物
は
す
べ
て
「
性
海
」
か
ら
生
じ
、
性
海
を
分
有
す
る
。
根
源
が
同

じ
で
あ
る
以
上
、
そ
の
性
質
や
構
成
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
性
海

は
霊
魂
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
人
は
羊
に
生
ま
れ
か

わ
り
、
羊
が
人
に
生
ま
れ
か
わ
る
（
人
化
為
羊
、
羊
化
為
人
）」
と
い
う

例
を
持
ち
出
し
て
、
人
も
羊
も
同
じ
霊
魂
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
肉
体
の
相
違
は
「
悪
業
」
に
よ
る
も
の
で
、
本
質
的
な
違
い
で
は
な

い
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
人
間
が
霊
魂
を
護
れ
な
い
と
動
物
に
墜
ち
、
動

物
も
霊
魂
を
護
り
さ
え
す
れ
ば
人
間
に
か
え
る）
40
（

」。
つ
ま
り
、
動
物
と
人

間
と
の
相
違
は
霊
魂
が
あ
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
そ
の
霊
魂
の
完
全
性

に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
⑵
　
霊
魂
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、「
知
」
を
備
え
て
い
る
か
ど

う
か
に
よ
る
。「
知
」
に
は
程
度
の
差
が
あ
り
、
世
間
万
物
の
霊
魂
の
区

別
は
す
べ
て
「
知
」
の
程
度
差
に
よ
る）
41
（

。
近
代
儒
教
で
は
「
知
」
を
、
物

事
に
関
す
る
実
証
的
知
識
を
含
む
、
善
悪
や
是
非
に
対
す
る
人
間
の
知

覚
・
認
識
・
判
断
な
ど
の
働
き
と
見
な
し
た
。
し
か
し
譚
嗣
同
は
、
生
物

の
習
性
や
物
理
の
法
則
な
ど
も
す
べ
て
「
知
」
と
見
な
し
て
い
る
。「
知
」

は
動
物
や
植
物
な
ど
世
間
万
物
が
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
が
有
す
る

「
知
」
は
最
も
多
面
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
動
物
や
植
物
な
ど
が
有
す

る
「
知
」
と
本
質
的
な
差
異
は
な
い
。
こ
れ
を
証
明
す
る
た
め
に
、
譚
嗣

同
は
解
剖
学
の
知
識
を
引
用
し
、「
知
」
の
場
と
思
わ
れ
る
心
臓
も
脳
も
、
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っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
故
に
可
能
と
な
る
。
霊
魂
は
「
心
力
」
の
現
れ
と

し
て
、
そ
の
優
位
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
通
」
に
な
り
、
無
差

別
の
平
等
状
態
（
仁
）
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
譚
嗣
同
が
、
こ
の
よ
う
に
霊
魂
の
優
位
性
を
主
張
し
、
そ
れ
を
身
体
と

厳
密
に
区
分
す
る
こ
と
に
拘
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
明
清
時
代
の
反
朱

子
学
者
た
ち
が
提
唱
し
た
身
体
重
視
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
反
発
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
譚
嗣
同
の
「
心
」
重
視
の
理
論
は
、
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
に
反
発
す
る
一
方
で
、
従
前
の
朱
子
学
に
回
帰
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
従
来
の
心
身
合
一
論
と
完
全
に
区
別
で
き
る
よ
う
な
、
新
た

な
概
念
が
必
要
と
さ
れ
る
。
彼
が
『
治
心
免
病
法
』
で
学
ん
だ
「
霊
魂
」

の
概
念
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
需
要
に
合
致
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
人
間

に
固
有
な
霊
魂
と
い
う
点
は
、
彼
の
「
以
太
│
心
│
仁
」
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
に
相
違
す
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
本
節
で
述
べ
た
よ
う
な
概
念
の
修
正

が
必
要
と
な
っ
た
。
霊
魂
は
万
物
共
通
の
普
遍
性
を
持
た
な
い
と
「
通
」

に
な
れ
ず
、「
仁
」
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
故
に
、
譚
嗣
同
は

魂
の
不
死
を
仏
教
の
不
生
不
滅
の
下
に
置
き
、
霊
魂
を
「
心
」
の
中
に
置

く
こ
と
を
通
じ
て
、
万
物
共
通
の
普
遍
性
を
持
た
せ
た
の
で
あ
る
。

結
語

　
譚
嗣
同
は
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
て
「
霊
魂
」
を
身
体
の
対
義
語

と
し
て
捉
え
つ
つ
、
そ
れ
を
同
時
に
仏
教
概
念
の
下
に
置
い
た
。
彼
の
霊

魂
説
に
ア
ニ
ミ
ズ
ム
な
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
性
質
お

よ
び
目
的
か
ら
の
帰
結
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
自
己
と
他
者
と
を
区
別
し
な

根
拠
は
、
霊
魂
で
は
な
く
あ
く
ま
で
肉
体
に
あ
る
。
彼
の
理
解
に
よ
る
と
、

キ
リ
ス
ト
教
は
魂
の
不
死
を
唱
え
て
い
る
以
上
、
霊
魂
の
性
（
本
質
）
も

変
わ
る
こ
と
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
犯
し
た
罪
は
、
彼

ら
自
身
の
霊
魂
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
者
の
霊
魂
に
そ
の
罪
を
被

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
る
に
、
原
罪
の
説
は
あ
く
ま
で
ア
ダ
ム
と

イ
ヴ
の
罪
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
も
し
①
ア
ダ
ム
と
イ

ヴ
の
霊
魂
が
現
世
の
霊
魂
と
直
接
な
繫
が
り
が
あ
る
な
ら
、
霊
魂
の
性
も

輪
廻
に
よ
っ
て
転
生
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
そ
れ
は
魂
の
不
死
と
矛

盾
す
る
。
②
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
犯
し
た
罪
が
原
罪
と
し
て
我
々
の
魂
の
中

に
現
存
す
る
根
拠
を
、
彼
ら
が
人
類
の
先
祖
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
置
け

ば
、
そ
れ
は
肉
体
的
な
血
縁
の
繫
が
り
に
よ
る
に
す
ぎ
ず
、
霊
魂
を
重
視

す
る
宣
教
師
た
ち
の
自
説
に
背
反
す
る
。
魂
の
不
死
が
絶
対
的
な
も
の
で

あ
れ
ば
、
①
は
そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
②
の
よ
う
に
見
る
と
、

西
洋
人
も
中
国
の
因
果
論
と
同
じ
過
ち
を
犯
し
て
お
り
、
血
縁
の
繫
が
り

と
い
う
肉
体
に
拘
っ
て
、
霊
魂
と
い
う
本
質
か
ら
目
を
逸
ら
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　
譚
嗣
同
は
「
霊
魂
」
を
身
体
の
対
義
語
と
し
て
使
い
、
霊
魂
と
身
体
と

の
対
立
を
絶
対
化
し
た
。
さ
ら
に
、「
霊
魂
は
智
慧
〔
仏
の
平
等
智
〕
に

属
し
、
肉
体
は
業
識
〔
衆
生
の
差
別
、
分
別
心
〕
に
属
す
る
」（『
全
集
』

292

）
た
め
、
肉
体
か
ら
は
差
別
し
か
生
ま
れ
ず
、
平
等
を
求
め
よ
う
と

す
れ
ば
霊
魂
の
優
位
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
智
慧
に
属
す
る
霊

魂
の
優
位
を
通
じ
て
の
み
、
肉
体
は
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、「
肉
体
が
霊

魂
に
な
る）
45
（

」。
こ
の
霊
魂
と
肉
体
と
の
転
換
は
、
両
者
が
同
じ
以
太
に
よ
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会
倫
理
の
批
判
に
用
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
譚
嗣
同
が
霊
魂
を
強
調
し
た
の
は
、
個
人
を
従
来
の
社
会
倫
理
の

束
縛
か
ら
解
放
し
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の
価
値
を
強
調
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。
旧
社
会
倫
理
と
い
う
「
網
羅
」
を
突
き
破
る
た
め
に
、
新
た
な

天
人
関
係
が
要
請
さ
れ
る
。「
霊
魂
」
は
、
儒
教
の
「
心
」
と
は
別
の
新

し
い
実
在
と
し
て
、
こ
の
新
た
な
関
係
が
成
り
立
つ
た
め
の
キ
ー
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
援
用
さ
れ
た
。
霊
魂
と
い
う
概
念
を
通
じ
て
、
独
立
し
た
個

人
と
個
人
と
の
関
係
性
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
点
で
、
譚
嗣
同
の
こ
の
思

想
が
近
代
的
で
啓
蒙
的
な
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
彼
が
構
築
し
た
新
た
な
霊
魂
と
身
体
と
の
関
係
は
、
十
九
世
紀
中

国
に
お
け
る
近
代
化
思
潮
の
一
側
面
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　（
1
）
梁
啓
超
『
清
代
学
術
概
論
』
湯
志
鈞
・
湯
仁
澤
編
『
梁
啓
超
全
集
』
北
京
出

版
社
、
一
九
九
九
年
、
五
二
九
五
頁
。

　（
2
）
譚
嗣
同
『
仁
学
』
蔡
尚
思
・
方
行
編
『
譚
嗣
同
全
集
（
増
訂
本
）』
中
華
書
局
、

一
九
八
一
年
、
二
九
三
頁
。

　（
3
）
同
書
、
三
五
六
頁
。

　（
4
）
同
書
、
二
九
二
頁
。

　（
5
）
同
書
、
四
三
二
―
四
三
四
頁
。

　（
6
）
同
書
、
二
九
四
お
よ
び
三
〇
六
頁
。

　（
7
）
同
書
、
二
九
三
―
二
九
五
頁
。

　（
8
）
同
前
。

　（
9
）
譚
嗣
同
哲
学
に
お
け
る
「
仁
」
と
「
以
太
」
と
の
関
係
は
、
体
と
用
と
の
関

係
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
島
田
虔
次
「
中
国
近
世
の
主
観
唯
心
論
に

つ
い
て
：
万
物
一
体
の
仁
の
思
想
」『
東
方
学
報
』
第
二
八
号
、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
、
一
九
五
八
年
、
一
│
八
〇
頁
や
張
灏
『
烈
士
精
神
与
批
判
意
識
：

譚
嗣
同
思
想
分
析
』
聯
経
出
版
、
一
九
八
八
年
な
ど
参
照
。

い
無
差
別
の
平
等
状
態
に
達
す
る
た
め
、「
通
」
を
実
現
し
う
る
要
素
と

し
て
の
霊
魂
は
、
万
物
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、「
心
」

の
性
質
か
ら
も
、
認
識
主
体
で
あ
る
霊
魂
に
は
、
身
体
に
対
す
る
優
位
と

不
死
が
必
要
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
仁
」
の
本
体
は
不
生
不
滅
で
あ

る
）
46
（

故
に
「
心
」
も
「
識
」
も
ま
た
不
生
不
滅
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

「
心
力
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
霊
魂
も
不
生
不
滅
の
性
質
を
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
霊
魂
の
不
死
を
唱
え
た
の
も
、「
仁
」（
心
）
が
そ
の
よ
う

な
不
変
性
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
譚
嗣
同
の
仁
学
に
お
け
る
「
心
」
は
、
彼
の
平
等
観

に
応
用
し
よ
う
と
し
た
時
、
仏
教
用
語
と
し
て
の
本
来
の
意
味
に
キ
リ
ス

ト
教
か
ら
の
影
響
が
流
れ
込
ん
で
、「
霊
魂
」
と
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
従
っ
て
、
譚
嗣
同
が
唱
え
た
「
心
」
に
は
、「
霊
魂
（soul

）」
と
「
識
」

と
い
う
二
つ
の
側
面
が
同
時
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
独
特
な
霊
魂

理
解
は
、
常
に
「
以
太
│
心
│
仁
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
実
現
に
関
わ
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
儒
教
の
文
脈
に
お
い
て
心
身
は
合
一
で
あ
る
が
、
明
清
時

代
に
は
身
体
重
視
の
学
説
も
現
れ
て
き
た
。
ま
た
、
個
人
は
常
に
社
会
共

同
体
の
中
に
置
か
れ
、
個
人
の
生
命
の
意
義
は
全
体
性
の
中
に
顕
現
さ
れ

て
、
社
会
倫
理
の
関
係
の
中
に
溶
け
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

譚
嗣
同
は
そ
う
し
た
社
会
倫
理
の
関
係
性
そ
の
も
の
を
「
劫
」
と
見
な
し
、

「
心
」
の
誤
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
網
羅
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
旧
い

社
会
的
な
倫
理
関
係
か
ら
離
脱
す
る
た
め
、
彼
は
『
治
心
免
病
法
』
に
注

目
し
、
そ
の
中
で
強
調
さ
れ
た
個
人
と
天
と
の
連
関
に
よ
っ
て
、
旧
い
社
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事
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あ
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象
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付
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あ
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。
中
村
元
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元
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